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（株）ジェー･シー･オー ウラン加工工場臨界事故の概要 

出典：原子力安全委員会「ウラン加工工場臨界事故調査委員会報告」より作成

原子力・エネルギー図面集

○事故の概要
　1999年9月30日、（株）ジェー・シー・オー ウラン加工工場における濃縮ウラン溶液を均一化する作業において、作業者が使用目的の異なる沈
殿槽に臨界量以上のウラン溶液を注入したことにより､臨界事故が発生。これは､違法な社内マニュアルに従った行為であった。臨界状態は約20
時間継続し、作業者2名が亡くなる結果となった。

○住民等への影響
　臨界状態の間、周辺に放射線が放出され続けるとともに、微量の放射性ガス物質も大気中に放出され、従業員、防災業務関係者、周辺住民など
319人(うち周辺住民130人)が一般人の年間実効線量限度である1ミリシーベルトを超える放射線を受けたと推定されている。

八酸化三ウラン

硝酸ウラニル

製品
（硝酸ウラニル）

溶解塔
ポンプ

ポンプへ

ポンプ

貯塔 沈殿槽
アンモニア

重ウラン酸
アンモニウム

仮焼炉

同 工 程

ステンレス容器
ステンレス容器

沈殿槽

溶解塔

臨界

手作業

精製後
八酸化三ウラン

精製後
八酸化三ウラン

硝酸

八酸化三ウラン 硝酸

硝酸

硝酸

事故時の手順

正規の手順

トレイ


